
同
窓
会
総
会
開
催
！

第
六
十
五
回
の
総
会
が
、
六
月
六
日
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
板

倉
に
て
開
催
さ
れ
た
。
砂
原
校
長
、
佐
藤
教
頭
ご
臨
席
の

中
、
同
窓
生
他
五
十
名
余
が
出
席
。
会
長
挨
拶
の
後
、
校

長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
昨
年
の
生
徒
進
路
状
況
、

部
活
動
等
々
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
会
長

が
議
長
と
な
り
和
気
藹
々
の
な
か
議
事
進
行
し
、
次
の
議

案
が
審
議
さ
れ
た
。

一
、
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告

二
、
事
業
計
画
と
予
算
案

１
、
特
別
委
員
会
設
置
の
件

２
、
学
校
林
、
修
練
道
場
視
察

３
、
同
窓
の
ゆ
う
べ
実
行
委
員
会
構
成
の
件

４
、

開
設
の
件

HP

５
、
開
校

年
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

70

６
、
そ
の
他

三
、
規
約
の
改
正
に
つ
い
て

四
、
そ
の
他

事
業
別
に
報
告
が
な
さ
れ
た
。

又
、
深
川
市
開
基
百
年
に
併
せ
て
行
っ
た
記
念
植
樹
の

ユ
リ
ノ
キ
の
再
植
樹
も
６
月
に
無
事
終
了
。
３
月
に
は
校

庭
の
危
険
樹
木
の
撤
去
も
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
事
業
計
画
の
審
議
に
は
い
る
。
昨
年
、
特
別
委

員
会
の
設
置
に
つ
い
て
提
案
し
総
会
で
承
認
さ
れ
た
の
を

う
け
て
特
別
委
員
会
は
「
緑
の
学
び
舎
運
営
委
員
会
」
と

称
し
発
足
し
ま
し
た
。
校
庭
の
植
栽
や
同
窓
会
林
の
相
談
、

管
理
、
運
営
を
担
当
し
ま
す
。
詳
し
く
は
本
紙
面
で
別
記

し
ま
す
。

昨
年
度
実
施
し
た
同
窓
会
林
及
び
修
練
道
場
へ
の
訪
問

事
業
は
参
加
者
が
い
な
い
た
め
今
年
度
も
中
止
し
来
年
度

以
降
も
状
況
を
み
て
の
実
施
と
す
る
。
維
持
管
理
は
継
続

し
て
行
う
。
昨
年
来
の
懸
案
の
Ｈ
Ｐ
の
開
設
は
深
川
市
深

ナ
ビ
の
サ
ー
バ
ー
の
増
設
に
あ
わ
せ
て
３
月
に
申
込
を
し

た
。
現
在
開
設
済
み
で
す
が
、
順
次
内
容
を
充
実
し
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

今
年
度
も
同
窓
の
夕
べ
を
開
催
い
た
し
ま
す
が
実
行
委

員
は
末
尾
「
一
期
」
で
構
成
い
た
し
ま
す
。

開
校
七
十
年
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
同
窓
会
名
簿

の
発
行
事
業
が
終
了
し
、
す
で
に
発
送
い
た
し
ま
し
た
。

七
十
年
記
念
協
賛
会
は
昨
年
秋
に
発
足
し
て
以
来
、
各

部
門
で
事
業
が
進
行
中
で
す
。
記
念
講
演
、
記
念
美
術
展
、

記
念
誌
発
行
、
記
念
式
典
等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
貴
重
な
提
言
、
意
見
を
あ
り
が
と
う
御
座
い
ま
し

た
。

同
期
会
情
報

∧
旧
中
一
期
∨
八
十
三
歳
か
ら
の
年
齢
に
な
り
札
幌
中

心
で
時
々
近
況
報
告
と
か
旅
行
会
を
有
志
で
開
催
。

∧
旧
中
二
期
∨

（
旧
制
深
中
２
期
会
）

平
成
十
四
年
を
最
後
に
同
期
全
員
の
開
催
を
取
り
や
め

と
し
た
が
２
～
３
年
ご
と
に
有
志
で
開
催
。

∧
旧
中
三
期
∨

（
旧
制
深
中
第
３
期
同
期
会
）

毎
年
開
催
。

年
に
は
記
念
誌
を
制
作
。
昨
年
も
九
月

17

札
幌
に
て
開
催
。
今
年
も

月

日
札
幌
に
て
開
催

9

20

∧
旧
中
四
期
∨

（
旧
制
深
中
４
期
生
）

平
成

年
中
島
武
敏
元
代
議
士
を
囲
ん
で
同
期
会

15
年
中
島
武
敏
元
代
議
士
を
囲
ん
で
・
ふ
れ
あ
い
会
館

20
∧
旧
中
五
期
∨

（
旧
制
深
中
第
５
期
会
）

毎
年
開
催
。

年
鎌
倉

年
函
館
。

年
札
幌
。

年

15

16

17

18

美
唄
。

年
六
月
深
川
。
十
月
台
湾
へ
修
学
旅
行
計
画

19

∧
一
期
∨

平
成

年
岩
見
沢
市
、

年
滝
川
市
、

年
幌
新
温
泉

6

7

8

一
泊
、

年
箱
根
・
東
京
２
泊
、

年
深
川
市
、

年
定

9

10

11

山
渓
温
泉
、

年
滝
川
、

年
岩
見
沢
。

年
深
川
、

12

13

14

15

年
札
幌

年
滝
川
、

年
札
幌
開
催
を
最
後
に
中
断

16

17

∧
二
期
∨

（
旧
深
中
７
期
同
期
会
）

毎
年
秋
に
開
催
。
東
京
、
札
幌
、
深
川
持
ち
回
り
。
12

年
は
卒
業
五
十
年
で
札
幌
、

年
は
ホ
タ
ル
館
、

年
は

13

14

東
京
、

年
は
札
幌
、

年
は
深
川
、
昨
年
、
今
年
は
？

15

16

∧
三
期
∨

東
京
は
毎
年
開
催
。
札
幌
は
随
時
開
催

∧
四
期
∨

（
深
川
西
校
第
４
期
生
同
期
会
）

札
幌
が
中
心
に
な
っ
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
十
六

年
札
幌
は
六
月
、
東
京
・
四
葉
会
は
一
月
に
開
催
。
十
七

年
は
六
月
札
幌
、

年
札
幌
開
催
。

年
５
月
定
山
渓
で

18

19

卒
業

年
で

名
参
加
。

年

月

日
札
幌

55

55

20

６

20

∧
五
期
∨

不
定
期
開
催

∧
六
期
∨

（
西
高

会
）

29

深
川
組
は
毎
年
同
期
で
旅
行
実
施
。
札
幌
勢
は
年
に
６

回
集
ま
り
、
東
京
勢
は
年
一
回
集
ま
る
。
全
体
で
の
開
催

は

年
札
幌
。

年

月
、
深
川
支
部
開
催

17

20

６

∧
七
期
∨

（
深
西
７
期
同
期
会
）

３
年
毎
に
旭
川
、
深
川
、
札
幌
と
持
ち
回
り
で
開
催
し

て
い
る
。
十
四
年
深
川
で
開
催
、
板
倉
に
六
十
人
参
加
。

十
七
年
は

周
年
を
札
幌
に
て
八
月
二
六
日
開
催
五
十
人

50

参
加
。
満
田
・
津
田
先
生
出
席
す
。
二
十
年
旭
川
予
定

∧
八
期
∨

不
定
期
開
催
。

年

月
札
幌
第
一
ホ
テ
ル

20

６

∧
九
期
∨

年
深
川
・

年
旭
川
・

年
札
幌
・

年
北
竜

10

12

14

16

年
東
京
。
毎
年
開
催
の
意
向
を
受
け
て

年
秋
に
定

18

19

山
渓
、
小
樽
を
予
定
。

年
三
月
深
川
在
住
者
で
開
催
。

19

年

月

日
深
川
開
催
・
ゆ
う
ゆ
に

名
。
満
田
先
生

20

9

4

47

出
席
、
お
元
気
で
し
た
。

∧
十
期
∨
５
年
に
１
回
の
開
催

十
五
年
６
月
に

周
年
記
念
で
北
広
島
で
開
催
。

45

∧
十
一
期
∨

十
二
年
八
月
還
暦
記
念
を
深
川
で
開
催
、
十
六
年
は
八

月
二
十
日
札
幌

名
。

年
十
月
十
三
日
深
川
で
開
催
。

70

18

年
札
幌

20∧
十
二
期
∨

（
西
高

年
卒
同
期
会
）

35

十
三
年
秋
、
還
暦
同
期
会
を
開
催
し
た
。
参
加

名
。

58

年
開
催
。

18∧
十
三
期
∨

（
三
六
会
・
サ
ボ
ロ
ウ
会

）

Ｈ
十
年
Ｈ
Ｐ
開
設

M
L
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十
四
年
六
月
還
暦
記
念
同
期
会
を
開
催
板
倉
。
深
川
在

住
は
毎
年
開
催
し
た
い
。

年
開
催
予
定

20

∧
十
四
期
∨

十
六
年
五
月
一
日
還
暦
同
期
会
を
開
催
。
深
川
ホ
テ
ル

年
２
月
天
人
峡
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

20∧
十
五
期
∨

（
深
西

会
）

38

５
年
毎
に
開
催
し
て
い
る
。
十
年
は

月
、
十
五
年
は

11

札
幌
で
開
催
。
十
七
年
十
月
九
日
開
催
。
十
九
年
九
月
旭

川
開
催
。
二
一
年
度
札
幌
予
定

∧
十
六
期
∨

（
深
川
西
高

期
卒
業
同
期
会
）

16

５
年
毎
に
開
催
。
十
一
年
か
ら
三
年
毎
の
開
催
に
し
ま

し
た
。

年
度
開
催
予
定

20

∧
十
七
期
∨

（
高

期
同
期
会
）

17

十
二
年
に
板
倉
、
十
七
年
８
月

日
板
倉
で
開
催
。
四

15

年
に
一
回

∧
十
八
期
∨

（
猪
子
会
・
い
の
ね
会
）

十
七
年
九
月
札
幌
に
て
開
催

名
。

年
十
月
、
冨
士

60

20

屋
に
て
開
催
決
定
六
十
名
。
東
京
組
は
毎
年
開
催
で
今
年

は
九
月
。
札
幌
組
は
随
時
集
合
。
深
川
組
は
毎
年
開
催

∧
十
九
期
∨

（
深
川
西
高

期
卒
業
同
期
会
）

19

５
年
に
一
回
の
開
催
。

年
旭
岳
の
ふ
も
と
湧
駒
別
温

17

泉

で
開
催
登
山
も
兼
ね
た
。

年
は
ゆ
う
・
ゆ
で
還
暦

20

同
期
会
を
十
月
開
催
決
定

∧
二
十
期
∨

（
深
川
西
高
第

期
同
期
会
）

20

四
年
に
一
回
の
開
催
で
や
っ
て
ま
す
。
十
二
年
六
十
名

参
加
（
深
川
ホ
テ
ル
）

年
は
八
月
に
開
催
し
た
。

16

20

年
度
開
催
予
定

∧
二
一
期
∨

十
四
年
八
月
。
久
し
ぶ
り
の
開
催
で
す
。

年
８
月

19

12

日
開
催

∧
二
二
期
∨

十
二
年
卒
後
三
十
年
で
開
催
。
参
加

名
（
日
の
出
）

60

年
八
月
札
幌
開
催

20
∧
二
三
期
∨

十
三
年
八
月
に
三
十
年
を
記
念
し
て
札
幌
に
て
開
催
。

出
席
者
八
十
余
名
。

∧
二
四
期
∨

十
四
年
札
幌
、
十
六
年
六
月
深
川
（
日
の
出
）
に
て
開

催

名
。

十
七
年
六
月
札
幌
に
て
連
続
開
催
。

年

月

35

20

６

ま
あ
ぶ
に
て
開
催

∧
二
五
期
∨

十
四
年
十
一
月
に
札
幌
に
て
開
催

名
参
加

70

∧
二
六
期
∨
（

年
卒
業
同
期
会
）

49

年
は
卒
業
三
十
年
で

月

札
幌
に
て
開
催
、
百
名

16

9

18

参
加

∧
二
七
期
∨

十
六
年
一
月
ニ
日
開
催
し

名
参
加

74

∧
二
八
期
∨

三
回
目
と
な
る
同
期
会
を
十
七
年
八
月
十
三
日
板
倉
に

て
開
催
。
百
名
を
超
え
る
参
加
あ
り
。
五
年
ご
と
に
開

催∧
三
一
期
∨

卒
業
二
十
年
十
一
年
に
深
川
で
開
催
。
百
十
名

∧
三
四
期
∨

卒
業
二
十
年
十
四
年
に
深
川
で
開
催
。

∧
三
五
期
∨

卒
業
十
五
年
を
十
年
に
深
川
で
開
催
。

∧
三
六
期
∨
（
深
川
西
高

回
生
同
期
会
）

36

第十号 深川西高校同窓会便り 発行 2008.09.13

平成 19 年度収支決算書

自・19・4・1 から至 20・3・31

収入の部

前期繰越金 313,144

入 会 金 223,500 1500 × 149 名

雑 収 入 127,860 利息他・特別繰入

合 計 664,504

支出の部

総会及事業費 268,580 総会 80,480

会 議 費 81,477 役員会実行委員会

交 際 費 60,000 別記

通信事務費 9,433

雑 費 2,520

合 計 422,010

繰越 242,494

＜交際費＞支部総会 10,000 歓送迎会他 20,000

餞別 30.000 慶弔費 0 全国餞別 0

＜事業費＞パネル 105,000 吹奏楽 生徒食事・楽

器運搬 83,100

(発行人）
大西 道祥



十
六
年
卒
業
二
十
年
で
一
月
ニ
日
板
倉

名
参
加

99

∧
三
七
期
∨

十
四
年
開
催

板
倉

∧
三
九
期
∨

十
三
年
二
月
、
日
の
出
会
館
で
開
催
参
加
、
四
十
四
名

事
務
局
で
は
記
載
の
期
以
外
は
把
握
し
て
居
ま
せ
ん
。

き
っ
と
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
各
期
の
協
力
者
を
探
し
支
援
を
頂
き
な
が
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
期
の
動
向
が
今
以
上
に
判
明
す
れ
ば
よ
り
充
実
し

た
便
り
に
な
る
の
で
す
が
。
又
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
の
幹
事

の
方
に
は
最
新
の
情
報
を
届
け
て
頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
く

思
い
ま
す
。
同
窓
の
夕
べ
の
実
行
委
員
会
が
き
っ
か
け
で

同
期
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
ね
。

今
年
度
の
教
職
員
の
動
向

∧
転
出
者
∨

武
田

英
俊
教
頭

上
出

隆
敏
先
生

田
上

泰
寛
先
生

秋
月

浩
二
先
生

好
川

歩
先
生

【
離
任
者
大
送
別
会
報
告
】

平
成

年
３
月

日

プ
ラ
ザ
冨
士
屋

20

24

今
回
は
転
出
・
退
職
者
５
名
と
な
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ

Ａ
、
同
窓
会
等
か
ら
餞
別
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
笠

羽
会
長
の
惜
別
の
言
葉
と
励
ま
し
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た

後
、
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
に
入
る
。
惜
別
の
思
い
が
交
錯

し
酔
い
も
高
ま
る
中
、
大
西
同
窓
会
長
の
締
め
で
離
任
者

諸
兄
の
前
途
を
祈
念
す
る
。
全
員
で
校
歌
を
高
ら
か
に
合

唱
す
る
中
、
惜
別
の
宴
は
終
了
し
ま
し
た
。

【
大
歓
迎
会
】

平
成
二
十
年
四
月
十
一
日

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
板
倉

∧
転
入
者
∨

佐
藤

敏
行
教
頭

上
磯
高
校
か
ら

寺
腰

精
司
先
生

旭
川
凌
雲
高
校
か
ら

岸

広
昭
先
生
（
理
科
）
旭
川
東
栄
高
校
か
ら

山
川

和
志
先
生
（
数
学
）
旭
川
農
高
か
ら

板
東

雅
之
先
生
（
体
育
）
大
成
高
か
ら

田
中

結
（
事
務
）
岩
内
高
校
か
ら

只
野

雅
章
（
体
育
）
留
萌
高
校
か
ら

今
回
は
別
添
で
成
績
表
を
つ
け
ま
し
た
。
そ
ち
ら
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎

陸
上
部

◎

男
女
バ
レ
ー
部

◎

卓
球
部

◎

硬
式
テ
ニ
ス
部

◎

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

◎

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部

◎

サ
ッ
カ
ー
部

◎

男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

◎

柔
道
部

◎

剣
道
部

◎

弓
道
部

◎

野
球
部

◎

山
岳
部

地
味
に
時
々
活
動
中

◎

ラ
グ
ビ
ー
部
・
ス
キ
ー
部

休
部

∧
外

局
∨

吹
奏
楽
局

今
年
度
も
合
同
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
や

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
、
市
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に

参
加
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

外
に
向
か
っ
て
活
動
中

で
す
。

放
送
局

本
当
に
少
数
精
鋭
で
活
動
中

新
聞
会

部
員
が
集
ま
ら
ず

図
書
局

地
道
に
活
動
中

応
援
団

随
時
組
織

∧
部
活
動
∨

美
術
部

相
変
わ
ら
ず
少
数
精
鋭
。

科
学
部

少
な
い
な
が
ら
も
健
闘
中

茶
華
道
部

前
期
が
華
道
、
後
期
は
茶
道

演
劇
部

休
部
な
が
ら
も
ク
ラ
ブ
の
う
わ
さ
あ
り

写
真
部

根
強
い
人
気
で
頑
張
っ
て
ま
す
。

コ
ー
ラ
ス
同
好
会

活
躍
中

学
校
行
事
終
わ
り
ま
し
た
。

∧

同
窓
会
入
会
式
∨

ニ
月
二
九
日
、
講
堂
に
て
。
過
去
一
四
、
九
六
四
名
に

今
回
新
た
に
一
四
九
名
が
入
会
し
ま
し
た
。
大
西
会
長
か

ら
先
輩
が
全
国
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
歓

迎
の
挨
拶
。
引
き
続
き
溝
口
幹
事
長
が
現
在
の
同
窓
会
の

活
動
を
説
明
。
会
長
よ
り
卒
業
記
念
の
Ｃ
Ｄ
の
贈
呈
後
全

員
入
会
し
ま
し
た
。

∧

卒
業
式
∨

三
月
一
日

第

回
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
る
。
大
西
会

60

長
よ
り
一
四
九
名
の
卒
業
生
に
「
羽
ば
た
け
旅
立
つ
後
輩

へ
」
と
励
ま
し
の
言
葉
を
贈
っ
た
。
後
輩
は
そ
れ
ぞ
れ
希

望
を
胸
に
秘
め
力
強
く
式
場
を
後
に
し
た
。
未
来
は
君
達

の
為
に
あ
る
。
頑
張
れ
！
！

平
成
十
九
年
度
分
卒
業
生
の
進
路
概
況

進
学

国
公
立
大
学

十
六
名

国
公
立
短
大

名

私
立
大
学

四
四
名

短
大

十
二
名

専
修
各
種

四
一
名

高
看
准
看

九
名

就
職

民
間

十
三
名

公
務
員

四
名

そ
の
他

十
〇
名

∧

コ
ー
ラ
ス
大
会
∨

長
い
歴
史
の
積
み
重
ね
は
新
し
い
感
動
の
積
み
重
ね
で

も
あ
り
ま
す
。

回
コ
ー
ラ
ス
大
会
が

月

日
開
催
さ

52

5

22

れ
ま
し
た
。
当
時

歳
の
同
窓
生
が
今
は

歳
に
な
っ
て

18

70

い
る
わ
け
で
、
な
る
ほ
ど
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
連
合
課
題
曲
は
「
ハ
レ
ル
ヤ
」
。

ク
ラ
ス
の
自
由

12

曲
発
表
。
最
後
の
四
七
〇
名
に
よ
る
大
合
唱
は
、
や
は
り

感
動
も
の
で
す
。
近
年
は
「
み
・
ら
い
」
で
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
会
場
の
条
件
が
良
く
、
聞
く
方
も
発
表
す
る
方

も
感
動
の
中
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
近
年
は

父
兄
も
聞
き
に
き
て
い
ま
す
。
来
年
、
機
会
の
あ
る
方
は

是
非
ど
う
ぞ
。
最
後
の
全
員
の
全
校
コ
ー
ラ
ス
は
同
窓
生

と
し
て
も
是
非
と
も
聞
い
て
み
た
い
も
の
で
す
。

∧

学
校
祭
∨

第

回
の
学
校
祭
が
七
月
五
日
～
六
日
に
開
催
さ
れ
ま

59

し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は

「
夜
空
に
光
を
と
も
す
４
つ
の
星

頂
点
を
目
指
し
て
」

学
校
祭
は
演
劇
と
行
灯
と
バ
ザ
ー
が
主
な
行
事
で
す
。

１
年
か
ら
３
年
ま
で
の
組
別
の
縦
の
連
合
で
争
わ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
先
輩
と
後
輩
の
結
び
つ
き
が
強
く
な

る
の
は
伝
統
的
な
も
の
で
、
部
活
動
以
外
で
こ
の
よ
う
な

機
会
が
あ
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
行
灯
は
組
別

で

ク
ラ
ス
で
争
わ
れ
ま
す
。
演
劇
は
二
日
間
に
渡
っ
て

12

開
催
さ
れ
中
身
の
濃
い
上
演
が
展
開
し
ま
す
。
コ
ー
ラ
ス

大
会
同
様
長
年
続
い
て
い
る
重
要
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
会
企
画
の
軽
い
の
り
の
時
間
と
吹
奏
楽
の
演
奏
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
展
示
は
美
術
・
写
真
・
茶
華
道
。
昔
の
よ

う
な
ク
ラ
ブ
展
示
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昔
と
違
っ
て
土
曜
日

は
休
み
で
、
放
課
後
の
自
由
度
も
制
約
が
あ
り
ゆ
と
り
が

あ
り
そ
う
で
な
い
の
が
実
情
で
す
。
若
さ
は
じ
け
る
あ
っ

と
い
う
間
の
二
日
間
で
し
た
。
ち
な
み
に
バ
ザ
ー
の
メ
ニ

ュ
ー
は
今
年
も

種
類
で
し
た
。

19

旭
川
支
部
総
会
報
告

《
参
考
》

第
一
回

五
十
三
年
一
八
○
名

第
二
回

五
十
五
年
一
ニ
ニ
名

第
三
回

六
十
ニ
年
一
一
六
名

第
四
回

平
成
十
三
年
一
ニ
〇
名

小
樽
支
部

支
部
長
・
秋
山
義
昭
氏
（
高
十
三
）

現
在
二
十
二
名

東
京
支
部
総
会
開
催

第
十
七
回
総
会
は

年

月

日
開
催
。
当
番
期
は
四

19

9

29

十
九
年
（

）
・
五
十
年
（

）
卒
業
期
が
担
当
し
ま
し
た
。

26

27

参
加
者
は

名
。

71

第
十
八
回
総
会
は
二
一
年
度
の
予
定
で
当
番
期
は
五
一

年
（

）
・
五
二
年
（

）
卒
業
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

28

29

滝
川
北
斗
会
総
会
開
催

永
年
北
斗
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
た
中
山
会
長
が

一
月
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
残
念
の
極
み
で
あ
り
ま

す
。
悲
し
み
の
中
、
第
四
十
五
回
の
滝
川
支
部
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。
毎
年
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
て
な
か
な
か

盛
会
。
会
長
出
席
。
平
成
二
十
年
二
月
三
日
・
滝
川
、
三

浦
華
園
に
て
。

八
月
十
日
開
催
の
「
夏
季
研
修
会
」
で
新
役
員
が
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

回
総
会
の
開
催
日
も

年

月

日
と
決
定

46

21

2

8

支

部

長
・
草
原

克
豪
（

）
12

副
支
部
長
・
堀
口

正
顕
（

）
10

幹

事

長
・
玄
番

英
臣
（

）
14

副
幹
事
長
・
関

肇
（

）
鈴
木

大
吉
（
７
）

11

会
計
幹
事
・
佐
藤

京
子
（

）
22

幹

事
・
松
尾

薫
（

）
越
智

真
琴
（

）

16

19

米
重

忠
（

）
林

興
一
（

）

20

20

川
井

宏
一
（

）
花
岡

裕
之
（

）

22

22

大
西

晴
樹
（

）
真
鍋

整
充
（

）

23

23

中
村

欣
也
（

）
27

監

査
・
杉
村

豊
（
６
）
熊
谷

昭
明
（

）
10

相

談

役
・
村
中

末
隆
（
旧
三
）

舛
岡

敏
幸
（
旧
五
）

富
原

一
郎
（
２
）

顧

問

大
西
道
祥
・
山
下
貴
史

〃

横
山

猛
・
後
藤
昭
六

会

長

境

和
一
（
旧
五
）

副
会
長

吉
住

敏
夫
（
高
二
）

〃

岩
田

兼
一
（
高
三
）

幹
事
長

沼
田

達
雄
（
高
一
）

幹
事
長
代
行

熊
本

智
揮
（
高
五
）

〃

下
道

敏
之
（
高
十
二
）

監
査

高
谷

護
郎
（
高
六
）

〃

水
本

凱
也
（
高
十
二
）
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同
窓
の
夕
べ

本
日
開
催

「
同
窓
の
夕
べ
」
を
本
日
開
催
し
ま
す
。
二
百
余
名
の

参
加
者
に
な
り
そ
う
で
す
。
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
板
倉
は
楽
し

い
一
時
の
場
所
に
な
る
で
し
ょ
う
。
前
回
か
ら
ダ
ー
ビ
ー

が
ビ
ン
ゴ
に
変
わ
り
ま
し
た
。
他
に
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

を
沢
山
用
意
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
美
味
し
い
豪
華
な
料

理
を
味
わ
い
な
が
ら
初
秋
の
一
時
を
す
ご
し
て
頂
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

実
行
委
員
会
は
十
一
期
、
二
十
一
期
、
三
十
一
期
、
四

十
一
期
、
五
十
一
期
が
担
当
で
す
。
実
行
委
員
長
は
十
一

期
の
中
川
幸
太
郎
さ
ん
で
す
。

同
窓
会
林
・
湧
雲
の
白
樺
・
・

今
年
度
の
現
状

今
年
の
三
月
に
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
全
体
の
九

割
を
占
め
る
自
然
林
の
ほ
と
ん
ど
が
樺
の
樹
の
よ
う
で
す
。

環
境
重
視
の
世
界
の
流
れ
の
中
で
森
林
は
守
る
べ
き
も
の

と
の
流
れ
が
大
勢
を
占
め
て
い
ま
す
。
未
来
の
同
窓
生
に

引
き
継
ぐ
た
め
に
も
大
事
に
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
開
校

年
の
事
業
と
し
て
桜
を
植
樹
す
る
こ
と
に
な

70

り
ま
し
た
が
こ
の
機
会
に
是
非
植
樹
に
参
加
し
て
、
森
を

眺
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
す
ぐ
側
に
あ
る
湧

雲
の
白
樺
も
大
き
く
て
立
派
な
も
の
で
す
か
ら
是
非
一
度

見
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
事
務
局
と
し
て
は
会
員

の
み
な
さ
ん
が
突
然
ポ
ッ
と
来
て
も
現
地
が
分
か
る
よ
う

に
看
板
を
立
て
て
い
ま
す
。
今
回
は
植
樹
に
是
非
参
加
し

て
現
地
に
行
っ
て
見
て
く
だ
さ
い
。

【
前
庭
の
現
状
】

▽
昨
年
前
庭
に
２
本
の
ユ
リ
ノ
キ
を
補
植
し
ま
し
た
。

干
ば
つ
に
も
負
け
ず
に
何
と
か
根
付
い
た
よ
う
で
す
。
春

に
は
元
気
な
芽
が
出
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
一
段
と
延
び

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
花
が
咲
く
の
は
い
つ
ご
ろ
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
楽
し
み
に
待
ち
た
い
も
の
で
す
。

▽
こ
こ
数
年
間
の
相
次
ぐ
強
風
で
白
樺
や
桜
等
の
老
齢

木
は
幸
い
人
的
被
害
や
建
物
に
対
す
る
被
害
は
な
か
っ
た

も
の
の
相
次
い
で
倒
木
と
な
り
、
中
に
は
近
隣
住
宅
へ
の

被
害
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
年
度
別
に
順
次
更
新
し
て

い
く
作
業
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
道
道
の
通
行
車

両
か
ら
の
騒
音
や
夏
の
日
照
か
ら
の
緩
和
、
精
神
的
、
視

覚
的
に
も
緑
豊
か
な
教
育
環
境
が
必
要
で
す
。
校
歌
の
歌

詞
に
は
「
正
義
に
白
き
白
樺
は

自
由
の
空
に
そ
そ
り
た

つ
」
と
歌
わ
れ
欠
か
せ
な
い
樹
木
で
す
が
、
現
在
は
補
植

も
し
て
い
な
い
の
で
先
々
は
な
く
な
り
そ
う
で
す
。

（
昨
年
と
同
文
を
再
掲
）

*

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

【
特
別
委
員
会
の
発
足
】

・
・
・
・
緑
の
学
舎
運
営
委
員
会
・
・
・

▽
現
状
把
握
も
含
め
今
後
は
計
画
的
に
母
校
の
教
育
環

境
の
整
備
に
努
め
る
た
め
昨
年
十
一
月
「
緑
の
学
舎
運
営

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
当
面
の
事
業
と
し
て
危

険
木
の
除
去
作
業
を
春
に
行
い
ま
し
た
。
主
に
空
洞
木
、

バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
枝
の
取
り
払
い
を
行
い
ま
し
た
。
今
後

は
将
来
に
向
け
て
補
植
樹
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▽
前
庭
に
あ
っ
た
桜
の
老
木
を
撤
去
し
ま
し
た
。

う
れ
し
い
事
に
こ
の
桜
は
自
ら
の
洞
に
こ
ぼ
れ
種
を
残

し
て
枯
れ
て
い
き
ま
し
た
。
な
ん
と
芽
吹
い
た
幼
苗
が
切

り
株
を
ゆ
り
か
ご
に
し
て
次
世
代
の
新
し
い
桜
と
な
っ
て

育
っ
て
い
ま
す
。
少
し
長
め
で
し
た
が
切
り
株
を
残
し
ま

し
た
。
残
し
た
切
り
株
に
し
っ
か
り
と
根
を
張
っ
て
い
ま

す
か
ら
是
非
見
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

▽
七
十
年
記
念
事
業
の
同
窓
会
事
業
と
し
て
、
今
期
返

還
さ
れ
る
ス
キ
ー
場
跡
地
を
利
用
し
て
桜
の
苗
を
七
十
本

植
樹
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
植
樹
は
十
月
十
九
日
で
す
。

「
桜
花
爛
漫
」
と
称
し
て
記
念
石
碑
も
設
置
い
た
し
ま
す
。

石
碑
の
費
用
捻
出
の
た
め
同
窓
生
の
皆
さ
ん
か
ら
暖
か
い

浄
財
の
提
供
を
受
け
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。今

後
は
桜
の
森
を
本
当
の
森
に
育
て
て
い
く
た
め
に
皆

様
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
創
立

週
年
に
む
け
て
】

70

今
年

月
母
校
は
開
校
七
十
年
を
迎
え
ま
す
。
よ
り
良

11

い
節
目
を
迎
え
る
た
め
に
、
各
種
事
業
を
企
画
、
鋭
意
進

行
中
で
す
。

《
名
簿
発
行
》
同
窓
会
の
事
業
と
し
て
名
簿
の
発
行
作
業

も
終
え
、
す
で
に
皆
さ
ん
の
手
元
に
届
い
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
個
人
の
意
志
を
最
優
先
に
し
て
掲
載
、
不
掲
載
を

委
員
会
構
成

委
員
長

岡
部
誠
二
（
七
）

副
委
員
長

平
田
廣
美
（
六
）

委

員

坪
田
邦
光
（
ニ
三
）

委

員

竹
林

均
（
ニ
七
）

事
務
局

溝
口
信
義
（
一
八
）

決
定
し

年
時
と
同
じ
「
氏
名
」
「
住
所
」
「
勤
務
先
」
の

60

み
の
名
簿
と
す
る
こ
と
で
発
行
し
ま
し
た
が
色
々
と
手
落

ち
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
名
簿
業
者
も
部
数
を
確
保
し
な

い
と
営
業
と
し
て
成
り
立
た
な
い
の
も
事
実
で
、
学
校
に

も
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
も
色
々
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

い
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

《
後
援
事
業
》

吹
奏
楽
関
連
の
備
品
拡
充

体
育
関
連
備
品
拡
充

《
記
念
講
演
》

学
生
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
の
要
請
で
医
者
で
タ
レ

ン
ト
の

回
生
の
木
下
博
勝
さ
ん
に
講
演
を
お
願
い
し
ま

38

し
た
。
忙
し
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
講
演
を
快
諾
い
た
だ

い
た
そ
う
で
す
。

《
記
念
美
術
展
》

初
の
取
組
と
し
て

･

現
役
を
含
め
て
の
書
、
絵
画
を
中

OB

心
と
し
た
美
術
展
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
十

一
月
十
五
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
で
す
。

会
場
・
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
東
州
館
に
て

《
記
念
式
典
》

十
一
月
十
五
日

《
記
念
祝
賀
会
》
十
一
月
十
五
日

式
典
終
了
後

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

ど
ろ
や
な
ぎ
（
編
集
後
記
）

▽

過
去
「
同
窓
の
ゆ
う
べ
」
の
前
売
券
の
配
布
時
に

併
せ
て
同
時
発
行
し
て
い
た
同
窓
会
便
り
は
昨
年
か
ら
夕

べ
開
催
時
に
発
行
し
て
い
ま
す
。
在
校
生
の
活
躍
を
お
知

ら
せ
す
る
の
で
「
夕
べ
」
で
配
布
す
る
方
が
詳
し
く
報
告

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
担
当
の
間
は
こ
れ
で

お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。

毎
年
、
心
痛
む
こ
と
な
の
で
す
が
同
窓
の
動
向
や
在
校

同
窓
会
現
役
員
紹
介

（
）
内
は
卒
業
回

○

会

長

大
西

道
祥
（

）
17

○

副

会

長

渡
辺

一
義
（
６
）
引
地
紀
代
子
（

）
11

濱
田

靖
夫
（

）
成
田

昭
彦
（

）

17

18

寺
岡

義
人
（

）
22

○

幹

事

長

溝
口

信
義
（

）
18

○

副
幹
事
長

山
森
世
津
子
（

）
入
江

国
弥
（

）

11

12

吉
田
登
美
雄
（

）
成
田

雅
敏
（

）

19

28

大
西

祥
太
（

）
28

○

会
計
幹
事

今
村

釐
弘
（

）
畑

博
善
（

）

17

23

○

監

事

林

正
衛
（
２
）
板
倉

克
宏
（

）
12

○

相

談

役

平

通
明
（
旧
一
）

利
波

清
一
（
旧
三
）

津
田

恭
衞
（
旧
五
）

○

校
内
幹
事

吉
田
登
美
雄

田
中

直
美

広
瀬

直
美

生
の
活
躍
が
幾
ら
か
で
も
同
窓
生
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
か

な
？
と
い
う
疑
問
で
す
。

▽

各
期
の
動
向
や
支
部
の
動
き
に
も
っ
と
力
を
注
ぎ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
あ
り
方
を
再
検
討
し

て
情
報
収
集
に
つ
と
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

若
い
世
代
を
事
務
局
員
に
迎
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
み
な
さ
ん
に
は
同
期
会
の
開
催

内
容
や
状
況
に
つ
い
て
気
が
つ
い
た
方
は
左
記
事
務
局
連

絡
先
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
。

（
昨
年
と
同
文
を
再
掲
）

▽
今
年
は
過
ご
し
や
す
い
夏
で
し
た
。
雪
解
け
の
早
さ

に
驚
き
な
が
ら
、
さ
ら
に
異
常
に
早
い
桜
の
開
花
で
今
年

の
出
来
秋
も
心
配
し
ま
し
た
が
何
と
か
乗
り
越
え
て
豊
作

の
予
感
も
し
ま
す
。
８
月
の
お
祭
り
頃
の
低
温
に
は
い
さ

さ
か
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
９
月
の
連
日
の
残
暑
に
も

び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
長
い
人
生
い
ろ
い
ろ

の
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

▽
全
国
各
地
で
移
住
定
住
へ
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
定
年
で
元
気
な
う
ち
に
ふ
る
さ
と
へ
帰
っ

て
定
住
し
よ
う
か
と
思
っ
て
も
年
金
制
度
が
あ
ま
り
に
も

お
粗
末
な
も
の
だ
か
ら
そ
れ
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。
定
年

は
延
び
る
わ
、
も
っ
と
働
け
、
支
給
は
出
来
ん
。
早
死
に

し
た
ら
支
給
が
減
る
と
思
っ
て
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。

そ
れ
で
も
ふ
る
さ
と
へ
戻
っ
て
来
れ
そ
う
な
人
が
い
た

ら
大
歓
迎
し
ま
す
よ
。

▽
こ
れ
ま
で
書
籍
等
の
収
集
が
少
な
く
同
窓
の
部
屋
の

開
設
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
す
。
多
く
の
先

輩
が
各
分
野
で
活
躍
し
た
足
跡
を
同
窓
の
部
屋
に
収
蔵
す

る
こ
と
が
で
き
た
ら
・
・
・
と
思
っ
て
居
ま
す
が
、
い
つ

に
な
っ
た
ら
実
現
す
る
こ
と
や
ら
。
（
例
年
の
独
り
言
）
）

▽
深
川
市
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
深
ナ
ビ
」
に
同
窓
会

の
動
き
を
モ
ー
ル
情
報
と
し
て
Ｕ
Ｐ
し
て
あ
り
ま
す
。
あ

ま
り
追
加
情
報
は

し
て
い
ま
せ
ん
が
今
年
の
「
同
窓

U
P

の
夕
べ
」
の
写
真
も
貼
り
付
け
ま
す
。

な
お
、
「
深
ナ
ビ
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
深
川
の
Ｈ
Ｐ
か
ら

入
る
こ
と
も
出
来
ま
す
し
、
検
索
窓
で
「
深
ナ
ビ
」
と
打

ち
込
む
と
出
て
き
ま
す
。

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
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現
在
登
録
者
四
〇
〇
名

是
非
登
録
し
て
同
窓
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う

同
窓
会
連
絡
先

0
7
4
-
0
0
1
1

深
川
市
緑
町
一
番
五
号

溝
口
信
義

T
E
L
-
0
1
6
4
-
2
2
-
4
5
4
3

事
務
局

e-m
ail

:
m

izo
n
o
b
u
@

n
ifty

.co
m

同
窓
の
夕
べ

報
告

第
一
回

平
成
八
年
八
月
十
四
日

参
加
三
五
〇
余
人

第
二
回

平
成
九
年
八
月
十
四
日

参
加
二
〇
〇
余
人

第
三
回

平
成
十
一
年
九
月
十
八
日

参
加
二
二
〇
余
人

第
四
回

平
成
十
二
年
九
月
九
日

参
加
一
七
六
名

第
五
回

平
成
十
三
年
九
月
八
日

参
加
一
五
五
名

第
六
回

平
成
十
四
年
九
月
七
日

参
加
ニ
二
〇
余
人

第
七
回

平
成
十
五
年
九
月
十
一
日

参
加
ニ
〇
〇
余
人

第
八
回

平
成
十
六
年
九
月
十
一
日

参
加
二
二
〇
余
人

第
九
回

平
成
十
七
年
九
月
十
六
日

参
加
一
八
〇
余
人

第
十
回

平
成
十
八
年
九
月
九
日

参
加
二
三
九
名

第
十
一
回

平
成
十
九
年
九
月
八
日

参
加
二
二
○


